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白紋羽病菌及び紫紋羽病菌の土壌中における伸展速度の簡易検定法 (シ ャーレ法 )

藤田 孝二

(青森県畑作園芸試験場 )
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1 は じ め に

十壌中における紋羽病菌の生育量を調査する方法として

は,過去に牛乳びん法→及び試験管法2)(仮称 )が考案さ

れている。しかし,前者の場合は検定に要する期間が約 6

週間と長い上に,容器が大きいため一度に大量の処理区を

設けることが困難である。また,後者の場合は土壌の充て

ん及び排出にかなりの労力を要する。そこで,更に簡便で

短期間に検定できる方法を確立する目的で試験をイテい,シ ャ

ーレ法を案出した。

2試 験 方 法

(1)前培養供試培地の種類と両紋羽病菌の生育

F記の 5稲類の培地を供試し, 4種寒天培地の場合は

シャーレに厚さ5～ 6日の平板とし,両紋羽病菌を移植した。

紫紋羽病菌は25℃で16日間 (リ ンゴ技片培地では17日間 ),

自紋羽病菌は25℃で,日間 (リ ンゴ枝片培地では12日 間 )

前培養した。寒天培地の場合は伸長菌そうの外縁部を直径

11画のコルクボーラーで打ち抜いて供試し,リ ンゴ枝片培

地の場合は前培養して得られた10mの培養枝片を供試して ,

次のように処理した。まず,シ ャーレの中央部にこれらの

供試菌を置き,下記の供試上壌を図 lAのようにかぶせ ,

逆さにしても崩れない程度に軽く押し固めた。これをポリ

袋に入れ,25℃ に保ち,7日 後及び10日 後にシャーレ底面
の病原菌伸展量を測定した。シャーレの供試数は 1区 5枚

とした。

1)前培養に用いた培地の種類
濃厚I)SA: ジャガイモ900夕 を蒸留水で 1時間煮沸
し,上澄を取り,蒸留水を加えて 1′ にした。しょ糖 4%,
寒天 2%をそれぞれ添加した。

I'SA: L記煎汁液を蒸留水で 2倍稀釈 し,し ょ糖 2

%.寒大2%を添加した。
濃厚PDA: 濃厚PSAと 同様の煎汁液にブドウ糖 4
%,寒天2%を添加した。
V-8ジュース原液寒天培地 : V-8ジ ュース(キ ャ
ンベル ジャパンKK)の原液をpI15 5に修正 し,寒天 3
%を添加した。

リンゴ枝片 : え[上の 1年枝 (休眠枝 )を長さ10薇に切
断し,三角フラスコに入れ,120℃で30分間高圧殺菌した。

2)供試土壌
青森畑園試C-1号ほ場の表土 (火山灰土 )を採取し,
メッシュ7のお、るいを通してから供試した。水分含量は乾

上比で423%であった。
(" 前培養に供試する枝の種類と紫紋羽病菌の生育
リンゴ,ナ シ,ク リ及びクワの 1年枝 (休眠枝 )を供試

し,長さ10mに切断して三角フラスコに入れ,高 fL殺菌し

た。紫紋羽病菌の含菌寒天 (約 2沸の大きさ)を 6～ 8個

ずつ移植し,25℃で前培養した。本試験は 2反復したが ,

前培養の期間は第 1回 日では32日 間,第 2回日では19日 間

とした。図 lAのように菌を設置し,25℃ 10日 間保った後 ,
生育量を調査した。

13)供試菌の前培養期間の違いと紋羽病菌の生育

白紋羽病菌の場合はV-8ジュース原液寒天培地で25℃ ,

9日間又は23日間前培養した菌を,一方,紫紋羽病菌の場

合は殺菌したリンゴ枝片で25℃ .19日 間又は58日間前培養

した菌をそれぞれ供試した。供試菌を図 lAのように設置
した後,25℃に10日 間保ち,両者の生育量を調査した。
に)供試菌の設置方法の違いと自紋羽病菌の生育
V-8ジ ュース原液寒天培地で25℃ ,10日 間前培養した
自紋羽病菌を供試し,第 1図の 5通りの方法で菌を設置し

た。25℃ に保ち,5日後及び10日 後にシャーレ底瞼iあるい
は土壌表面での病原菌伸展量を調査した。

3 結果及び考察

(1)供試菌の培地の違いと紋羽病菌の生育

紫紋羽病菌の場合はリンゴ枝片で前培養した菌の生育が

最も良好で菌そうも濃密であった。自紋羽病菌の場合は

V-8ジ ュース原液寒大培地で前培養した菌の生育が最も
良好であった (表 1)。 したがって,こ れらの培地で培養

した菌を検定に供試するのが良い。

。)前培養に用いる枝の種類と紫紋羽病菌の生育
第 1回目の試験ではクリの枝で前培養した菌の生育が良

好であった。ナシの場合はトリコデルマ菌が繁殖したため

紫紋羽病菌がほとんど生育しなかった。第 2E●」日の試験で

はリンゴ,ナ シ,ク リ及びクワのいずれの枝で前培養した

菌でも生育が良好であった (表 2)。 第 1回 目に比べて第

2 Ln」 日の生育量がいずれの区においても勝ったが,これは

前培養の期間力嗅なるためと考えられる。以上の結果から,
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表 1 供試菌の培地の違いと紋羽病菌の生育

注 1)紫紋羽病菌の生育量は菌そう長径から供試菌
の直径を引いた長さの平均で示した。また,菌
そう密度を+:疎,+:やや密.冊 :濃密で示
した。

2)自紋羽病菌の生育量は接種源からの最長距離
(一方向 )の平均で示した。

表 2 培養枝の違いと紫紋羽病菌の生育

反 復
前培養
期 間 項 目 リンゴ ナ シ ク リ ク  ワ

1回 目 32日
生育

密度

37屈

十～冊

36ロ
+
69ロ

冊

03諷

+～41

2回目 19日
生育

密度

68

冊

74

+珊
８

＝

80

丼

注 表 1注 1)と同様。

紫紋羽病菌の場合はクリ,ク ヮ,リ ンゴのいずれかの技で

前培養した菌を検定に供試するのが良い。

●)供試菌の前培養期間の違いと紋羽病菌の生育
自紋羽病菌の場合は,日間前培養した菌の生育は一方向

に24“であったが,23日 間前培養した菌の生育は 4鵬にす

ぎなかった。紫紋羽病菌の場合も同様で,19日 間培養した

菌の生育が長径68‐であったのに対し,58日 間前培養した

菌の生育は28藤にすぎず ,菌そう密度も疎であった。前培

養の期間が長い菌ほど生育が劣る原因は,前培養期間中に

栄養分を消費してしまうためと考えられる。したがって ,

できるだけ短期間に培養した新鮮な菌を検定に供試するの

が良い。

●)供試菌の設置方法の違いと自紋羽病菌の生育
図 lE区のように設置した場合の菌の生育が最も良好で ,
一方向に10日 間で40露伸展した。次いで,B及びD区の生
育が良好であったが,生育量の3、れが大きかった。C区の

生育量は29“と最も劣った。以上の結果から,A又はE区
のように設置するのが適当と考えられるが,E区の場合は
土壌表面での菌の生育量であり,これが土壌中での生育量

EI

図 1 供試菌の設置方法

を反映しているかどうか明らかでないので,更に検討が必

要である。したがつて,当面はA区のように設置するのが

良いと考えられる。

4 ま  と  め

シャーレ法に用いる供試菌の前培養法としては,紫紋羽

病菌ではリンゴ,ク リ,ク ワなどの殺菌枝片で25℃ ,15～

20日間培養したもの,ま た,自紋羽病菌ではV-3ジ ュー
ス原液寒天培地 (厚さ約 6理 )で25℃ ,約 10日間培養した

ものがそれぞれ最も適している。供試菌の設置は培養枝片 ,

又は菌そう外縁部の径11回円盤を図 lAのように行い,土
壌を充てんした後の培養期間は25℃で約10日 間が適当であ

る。供試土壌はメッシュ7の 3,る いを通し,水分含量を乾

土比で約40%に調整する。本法は病原菌の生育抑制資材の

探索,有効薬剤の探索及び抑止型土壊の探索などに利用で

きるものと考えられる。
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